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ハリー・パーチ（1900～1974）は、純正律による 43 音音階を考案したアメリカの作曲家です。

平均律が当然とされていた状況のなかで、自ら制作した楽器に純正律を適用して演奏し、独自の道

を貫きました。近年、その音楽に再び注目が集まっています。2013 年に北西ドイツ最大の音楽祭ル

ール・トリエンナーレで《怒りの妄想》が取り上げられ、ケルンのアンサンブル＜ムジークファブ

リーク＞、作曲家で演出家のハイナー・ゲッベルスが参加。全ての楽器が新たに制作され、木や竹

でつくられた見事な楽器によって奏でられる音は、独自の世界を創り出しました。 

講師のクリス・レニエは、ロンドン在住のギター奏者でパーチ研究者。現在、パーチに関する博

士論文を執筆しています。パーチの楽器を復元、制作、演奏するほか、オランダのグループ＜スコ

ルダトゥール・アンサンブル＞のメンバーとしても活動しています。今回は、パーチの楽器と音楽

に関するレクチャーとともに、デモンストレーション演奏や楽器に触れる機会もつくります。 

パーチの音楽をオリジナル楽器で触れる、絶好の機会となるでしょう。 
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